
 

  

  

   

 

 

 

 

 

新潟 RC ７月第５例会 (2012.7.31) №2954 

 

(1) ロータリーソング「我等の生業」斉唱 

(2) 下岡 正八会長挨拶 

 連日の猛暑、４年に一度のオリンピックが開催され、皆さ

んも毎日夜おそくまで一喜一憂しながらの観戦だと思いま

す。体調に注意して下さい。実は、私は昨日あの炎天下で

ゴルフに行き、頭がおかしくなり、原稿の整理が全くできま

せんでした。申し訳ありません。本年度の執行部にとって

は７月はフリー月間、８月本格的に会員増強より始まります。

私は述べたいことを数分で皆さんに伝えなければなりませ

ん。ところが、毎回弁明のため時間をもらい、解説するわけ

にいきません。今日お話しする暗黙知・不変項の存在につ

いて御記憶ください。暗黙知とは、言語や象徴によってさ

えも表し得ない知識のことです。不変項とは、変化の中に

立ち現れる不変な性質のことです。私の話には、多くこの

言葉を使用します。そのため、毎回の会長挨拶に電子媒

体を使用することをお許しください。 

(3) 委員会報告 

・相澤 信介青少年交換委員長 

７月２９日 地区国際奉仕フォーラムに出席致しました。

主な内容をご報告いたします。柏崎中央クラブより姉妹ク

ブ締結までの苦労話と姉妹クラブがあることの良さについ

て報告がありました。現在地区５７クラブ中、姉妹・友好ク

ラブがあるのは２０クラブ。次に、一年交換学生、夏期交

換学生の代表がスピーチしました。また、受入学生のお

世話を ROTEX でやっているという報告、アメリカでは留

学生に対するセクハラ、パワハラが問題になっており、地

区やクラブの対応の例が紹介されました。 

（現在募集中の一年交換・夏期交換の募集要要項を裏面

に掲載致します。） 

・小林 建 IA 委員長  

７月１５日、１６日東京学館新潟高校に於いて、新潟北RC

スポンサーによる IA 年次大会が開催されました。１日目

は体験学習（クッキングとフロアホッケー）2 日目は各校の

活動報告、講演会があり南極料理人 西村淳さんより南

極での暮らしぶりをお話し頂きアクターが熱心に聴いて

おりました。残念ながら、新潟明訓高校IAは欠席でした。

１２月には新潟市内 IA による献血活動が予定されており

ますので、ご協力をお願い致します。 

 

(4) 幹事報告（宇尾野 隆幹事） 

・納涼会で前橋クラブより頂いた七福神あられのお土産を

お配りしましたのでお召し上がりください。 

・BSN 竹石さんより東京で開催中のベルリン国立美術館展

のチケットを頂きましたのでご希望の方は事務局へどうぞ。 

・内山先生の写真展がホテルイタリア軒「イタリア画廊」で開

催されます。７月２４日～８月８日 バラを愛する人に贈る写

真展「Vill Veryの庭」８月１０日～１９日 内山崇写真展「パ

リ２０１２」８月２１日～３１日 ロシア・ウラジオストク「哀愁の

港町」 

・浪江クラブを通して奨学金を贈呈した親子さんよりお礼状

をいただきました。 

「先日、浪江ロータリークラブの伊藤会長様より娘への奨学

金を受け取りました。ありがとうございました。あの日から娘

は私達の前で「お父さん」という言葉を出さなくなりました。

かなり我慢をしているのだろうと思います。大人の私達がど

のように接していけばよいのか、日々考えています。一日

一日の積み重ねだと思うので、なるべく自然体でいけたら

と思っています。」 

「７月２２日に受け取りました。大切に使わせてもらいます。

学校は１クラスしかないけど、楽しいです。友達もたくさん

います。本当にありがとうございます。」 

(5) 下岡 正八会長のお話 

   「暗黙知と不変項」 
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第 2560 地区 夏期交換・一年交換募集要項 

 

詳細・申し込みは 新潟ロータリークラブ事務局へお願い

します。 

２０１３年度 夏期交換学生募集要項 

A 交換先  ドイツ 

B 募集要項 

1 資 格 

・ 派遣時、高校又は大学在学中の者（含 予備校生、専門学校生） 

・ 心身ともに健康、健全であり、学業成績が中位以上の者 

・ 派遣前後のオリエンテーション及び報告会に出席できること 

・ 居住地にあるロータリークラブ（ホストクラブ）の推薦を得ること 

・ 派遣学生の家庭は受入れ家庭となることが望ましい（受入におい

て原則男女の希望は認めない。受入出来ない場合はホストクラブの

承諾が必要、ホストクラブはホストファミリーを確保する） 

2 受付期間、申込方法 

下記の地区青少年交換委員会事務局へ申請書を請求し、２０１３年４

月３０日迄に在学証明書を添えて最寄りのロータリークラブ（ホストクラ

ブになります）経由で返送。 

  ３ 募集人員     ４名 

応募者多数の場合は、地区青少年交換委員会で書類選考の上、決

定する。 

C 派遣期間（予定）について 

派遣学生は２０１３年８月初旬 出発 約３週間、ドイツでホームステイ

する。 

交換期間は、夏休み期間を考慮して決定する。 

派遣学生は２名一組で、２軒のお宅にお世話になる予定。 

D 受入期間（予定）について  

２０１３年７月中旬頃より約３週間程。２名一組で、２軒のお宅にお世話

になる予定。 

ホストロータリークラブは、３週間の滞在のうち、前半か後半のいずれ

か約１０日間、２名のドイツ学生をホームステイで受け入れる。 

E 派遣学生が負担する費用について 

  渡航に関する費用 約２００，０００円（往復航空運賃、空港税、障

害保険加入料等） 

  ロータリーが主催するオリエンテーション・報告会の参加・交通費 

  夏期交換学生用名刺、名札の代金 

  滞在先での個人的な費用 

 

2013～2014 年度 一年交換学生募集要項 

Ａ 交換先（予定） 

  アメリカ. ドイツ. ブラジル. タイ 他  （派遣先は当委員会にて

決定する） 

Ｂ 資格 

  １）出発時に高校在学中（応募時点で中学生でも可）の 19 才以下

で、学業成績が中位以上の者 

  ２）学校長の許可が得られ、心身共に健康で、一年の外国生活に

適応できる者 

  ３）派遣学生の家庭は受入れ家庭となることが望ましい（受入にお

いて原則男女の希望は認めない。受入出来ない場合はホストクラブ

の承諾が必要、ホストクラブはホストファミリーを確保する。） 

  ４）派遣前後のオリエンテーション及び報告会に出席できること 

  ５）高校所在地又は居住地にあるロータリークラブ（ホストクラブ）の

推薦を得ること 

Ｃ 受付期間と申し込み方法等 

  1）留学の希望について両親、通学高校の校長の了解を得た上で、

下記の青少年交換委員会事務局に申込書を請求し、記入済みの申

込書を１０月末日必着で返送する。 

  2）２０１２年１１月中旬選考試験（予定） 

  「国際ロータリー第２５６０地区 青少年交換委員会事務局」より選

考試験の案内が応募者へ郵送され、その選考試験に合格した者が、

交換学生としての推薦を受ける。 

    面接、作文、筆記試験（英語・一般常識）の予定 

    但し作文は、応募者の申込書を受理した時点で、テーマを発

表するのでそれに従い事前に提出する。 

3)提出書類等  所定の申請書(和文１部、英文３部)、成績証明書１

通 

Ｄ 交換学生派遣時期（予定） 

    ２０１３年８月下旬出発、受入 

Ｅ 派遣学生が負担する費用について 

  渡航に関する費用（目的地までの往復運賃、傷害保険加入料、渡

航手続き費用等） 

  ロータリーが主催するオリエンテーションの参加、交通費 

  ロータリーで作成する名刺、バッジ等  

  留学先での個人的な費用（食費、学費は受入れるロータリークラ

ブが負担） 

Ｆ  募集人数  約４名 

Ｇ  注意  留学先での単位の取得については、ロータリーとしては

保証できない。派遣先の高校で成績証明書が発行され、現在通学し

ている学校長が認めた場合には可能な場合もある。     


